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研究成果の概要（和文）：我々は平成２４年度から２６年度まで、文部科学省科学研究費（基盤A）で「聴覚障害児の
早期教育の統合的プログラム」を開発するため、東京近郊の代表的な早期教育機関で、小学校入学までのクリティカル
パス（教育経路）につき調査を行った。調査した総ての教育機関は独自のアウトカム（成果）とクリティカルパスを確
立させていることが明らかになった。日本手話を用いる教育機関のパスは発見当初の母子関係を容易に成立させるが、
日本語学習には多くの努力を必要とする。人工内耳のパスは、母子深い愛着関係が成立する時期に手術等の大きな負担
がかかる。これらのパスの特徴、連携などを考慮した総合的なプログラムを現在開発中である。

研究成果の概要（英文）：In order to establish the optimal critical pathway for early education of hearing 
impaired children, we studied three representative educational institutes　for children under age 6 in 
metropolitan Tokyo area. In all institutes, reasonable critical paths have been architected. An institute 
mainly using sign language is smoothly accepted by mothers and hearing impaired children at the 
beginning, but they will be needed additional effort when starting Japanese language education. On the 
contrary an institute supporting guidance for cochlear implant request particular effort for mothers at 
the timing needed for cultivating the mother-baby relationship. Impaired children may need the change of 
institutes, and mutual understanding of these institutes will be important.
A comprehensive program addressing these problems is under preparation.

研究分野：バリアフリー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）聴覚障害児の早期教育の多様化 
 今日の聴覚障害児の早期教育には、従前の
聴覚口話中心の教育方法に手話を取り込む 
動きの広がり、人工内耳の普及という多様化
の局面を迎えている。多くの早期教育機関で
手話を用いた教育が急速に普及している。そ
の一方で急速にエビデンス蓄積を進めて来
た人工内耳の普及を基礎としたクリティカ
ルパス（教育経路）が共存している実情であ
る。そのなかで、聴覚障害児の教育はそれぞ
れ異なるアウトカム（成果）を掲げるように
なってきた。そのため教育の受け手である保
護者や子供にとって、一つ一つの教育機関が
どのようなクリティカルパスを持っている
のか、わかりづらい現状である。 
 
（２）クリティカルパス概念の導入の必要性 
聴覚障害児の早期教育について、さまざま
なパス（手話／聴覚口話／人工内耳）の全体
を明らかにし、当事者の選択と乗り換えを支
援することが望まれている現状がある。 
クリティカルパスとは、もともとは工業製品
をいかに効率的に生産するかという発想か
ら考えられた作業手順のことである。さまざ
まな作業の工程（パス／経路）がある場合に、
要素に分解してそれぞれの要素（クリティカ
ルなステップ）にどのようなリソース（時間
／人員）がかかるか分析し、全体の見通しを
明らかにする。その後医療の現場でも用いら
れるようになった。１人１人の患者の事情や
希望も勘案して、どのタイミングでどういう
治療法を選択し、どういう順序でそれらを提
供して行くかの見取り図という意味を持っ
ている。聴覚障害児の早期教育の考察という、
非常に複雑でデリケートな課題にクリティ
カルパスの考え方を応用することを考えた。 

 
（３）聴覚障害児教育のクリティカルパスの
移籍の実情と地域連携クリティカルパス連
携 
同一の教育方法内では、すでにクリティカ
ルパスの検討が進んでいるが、それぞれの教
育方法間の対話や、途中から他の教育機関に
乗り換えることについての検討は、開始され
たばかりである。日本語対応手話のパスから
日本手話のパスに移る場合、普通幼稚園での
日本語を用いた幼児教育から特別支援学校
への乗り換えなど、現在も多くの複雑な事例
が生じている。その移籍（乗り換え）がどの
ような理由で起ってくるのか、またその移籍
をサポートするためにどのようなプログラ
ムが準備されるべきかについて、又早期教育
における地域連携クリティカルパスについ
ての検討が、これからの重要な研究課題とな
っている。 
 
２．研究の目的 
（１）聴覚障害児の早期教育の全体像の把握
をめざす 

聴覚障害乳幼児を持った家族や障害児自
身が、どんな教育方法を選び、どこの教育機
関で学ぶのか、その結果どのような力がつい
て、今後どのような生活ができるのだろうか
というイメージを持つための見取り図を作
るため、クリティカルパス概念を導入して特
に早期聴覚障害児教育の全体像の把握をめ
ざす。 
 典型的な教育機関や通園施設を取り上げ
て、そこではどのような考え方に従って教育
の見取り図、訓練の見取り図が組まれている
のかを明示することを目的とする。 
 
（２）聴覚障害児のための早期教育の総合プ
ログラムの開発 
多様な早期教育の経緯を分析し、１）診断、
２）対応策の決定、３）小学校就学の３つの
時期を中心に親に提示すべきクリティカル
パスのモデルを、手話、人工内耳、聴覚口話
など多様化する聴覚障害への対応を考慮し
つつ、「聴覚障害児のための総合プログラム」
として開発することを目的とする。 
 
３. 研究の方法 
（１）明晴学園（日本手話を共通言語とする
私立ろう学校）、筑波大学附属聴覚特別支援
学校（聴覚口話法を用いる国立の聾学校）、
田中美郷教育研究所・ノーサイドクリニック
（人工内耳手術前後のリハビリを行う教育
支援機関）、都立大塚聾学校（手話と口話を
用いる）日本聾話学校（聴覚口話を用いる私
立聾学校）において調査を行う。  
選定した早期教育機関の教育目的、教育の特
徴、教育のクリティカルパスについてインタ
ビューや観察参加、教育機関の資料の分析等
をとおして、早期教育機関の多様性を図式化
する。 
 
（２）聴覚障害児の早期教育における総合プ
ログラムの検討 
選定した教育プログラムのクリティカル
パスについて、それぞれの教育において 
ステップのなかで、保護者や子供に負担がか
かり、手厚く支援すべきポイントに注目し、
プログラム開発において考慮すべき点を列
挙する。 
 
４．研究成果 
（１）厚生労働省「感覚器戦略研究」～
ALADJIN～から見えてきたもの 
研究初年度の最初の試みとして、厚生労働
省感覚戦略研究成果「聴覚障害児の日本語発
達のために～アラジンのすすめ」を踏まえた
シンポジウムを東京大学先端科学技術研究
所において行った。（文献①） 
 聴覚障害児の言語発達に関わる専門家が、
人工内耳を用いた早期からの聴覚補償を重
視し、語彙数、構文形成の指導によるアウト
カム改善を実証しようとしたのがアラジン
研究である。（文献②）病院での療育におい



ては、上記の日本語能力の標準化が進みつつ
ある。しかし、日本手話による広義のリテラ
シーの獲得をアウトカムとする明晴学園の
教育プログラム、その他の機関のアウトカム
を知る中では、それぞれに異なったアウトカ
ムのためのプログラムが整備されているこ
とが理解された。 
そのため、「聴覚障害児の早期教育の多様化
は、教育目標自体の多様化によってもたらさ
れている」という知見を得た。単一の日本語
獲得のアウトカムを指標とするだけではな
く、それぞれの教育プログラムを比較、検討
するために、それぞれ独自のパスを調べる要
性があることが明らかとなった。 
 
（２）私立明晴学園、田中美郷・ノーサイド
クリニック・筑波大学附属聴覚特別支援学校 
の早期教育のクリティカルパスの検討 
①明晴学園は「ろう者の手話と文化を大切に
し、社会で聴者と生きるために、音声言語の
読み書きと聴者の文化を学ぶ教育」を独自の
アウトカムとして特徴あるプログラム（クリ
ティカルパス）を作成している。明晴学園で
は、「考える子供」を育て「多様なリテラシ
ーを培う」点が重視される。ろう者ならでは
の視点や態度?行動を重視している。日本手
話や日本語を教科として学習しており、客観
的に自分の考えや思いを伝えることを重視
している。教育や学校の運営では、聾者の視
点・考えかたを重視し、学校外の多くの聾者
が、様々な場面に参加している。(文献③) 
 明晴学園の早期教育のパスのなかでは、乳
幼児期の家族の日本手話獲得と、小学校就学
時の日本語獲得に多くの支援が必要になる
と考えられる。 
② 田中美郷教育研究所・ノーサイドクリニ
ックのクリティカルパスの考察 
ノーサイドクリニックは補助的な教育支
援を行うクリニックである。アウトカムの目
標は発達年齢相応の日本語獲得である。読み
書きを中心とした日本語の獲得が社会生活
を送る上で非常に重要であり、そのための言
語学習の根本には、親子の情緒的なコミュニ
ケーションの安定が必要不可欠であるとい
うのが、同クリニックにおける教育の基本的
考え方である。人工内耳手術前後のトータル
なリハビリテーションプログラムに特徴が
ある。術前に手話、指文字の導入を行うが、
術後は聴覚口話教育を行う。３才、５才、９
才時の言語発達検査の結果を重視し、発達年
齢相応の言語発達を目指す。（文献④） 
 
（３）筑波大学附属聴覚特別支援学校のクリ
ティカルパスの考察 
附属聾の特徴は「学力保障」にある。重点
目標として掲げてきた「対応の教育」（通常
の教育に“準ずる”に留まらず、聞こえる子
どもたちと同じ教育課程によって教科の学
習を進め、同年齢の聞こえる子どもと同等の
学力が維持できるようにする）が行われてい

る。（文献⑤） 
幼稚部段階は話し言葉を通して日本語を
習得させることが行われている。その言語力
を基にして小学部、中学部では教科学習に力
を注ぐ。そして高等部では大学進学を目指す
という流れである。小学部入学後の教科学習
における国語の授業など、手厚い支援がなさ
れている。 
筑波大学附属聾学校の教育相談において
は、聴覚活用を基本に身振り、音声を用いた
コミュニケーションを重視している。幼稚部、
小学部において手話でのコミュニケーショ
ンが行われていないことが大きな特徴であ
る。そのため幼稚部入学時点での選考では、
聴覚活用?学力を重視した高等部までの一貫
したクリティカルパスに当てはまる子供が、
選抜される。教科学習に手話を必要とする子
供、他の障害を合わせもつ子供は、幼稚部進
学の時点で他のパスを持つ教育機関に移籍
する必要があるという問題がある。近年の人
工内耳装用児の入学の増加から、人工内耳児
への乳児からの積極的な対応が課題となっ
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（４）聴覚障害児の総合的プログラムの開発
のために 
早期聴覚障害児教育のクリティカルパス
を検討するなかで、パスによって保護者に負
担がかかるクリティカルなステップがわか
り対応策を予測できることがわかった。明晴
学園においては、教育相談の段階において
「日本手話」でのコミュニケーションのため、 
日本手話の獲得を行うことは家族にとって
大きな負担となる。また小学校入学時に、教
科学習のための、手話と日本語の対応に多く
の努力が必要とされる。(図２)  
ノーサイドクリニックにおいては、母子の愛
着関係の成立時期に手術という大きなクリ
ティカルなポイントがある。そのため術前、
術後のリハビリテーションと同時に手厚い
母子支援が必要とされることが予想される。
それらの問題への対応法も各機関にて、プロ
グラムが組まれつつある。しかし日本語対応



手話のパスから日本手話のパスに移る場合、
普通幼稚園での日本語を用いた幼児教育か
ら特別支援学校への乗り換えなど、現在も多
くの困難なケースが生じている。その移籍
（乗り換え）がどのような理由で起ってくる
のか、またその移籍をサポートするためにど
のようなプログラムが準備されるべきかと
いう解決すべき課題が明らかになった。 
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